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火
事
場
で
消
火
活
動
を

し
て
い
る
消
防
団
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
消
防
士

と

一
緒
に
消
火
活
動
に
励

む
近
所
の
お
じ
さ
ん
た
ち

で
す
。
お
じ
さ
ん
と
消
防

士
の
制
服
は
似
て
い
る
け

ど
、
な
ん
か
ち
ょ
っ
と
違

う
。
火
事
や
災
害
で
活
躍

す
る
の
は
消
防
士
も
消
防

団
員
も
同
じ
で
す
が
消
防

士
と
は
違

っ
て
消
防
団
員

は
そ
の
地
域
で
普
通
に
生

活
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や

自
営
業
者
た
ち
な

の
で

す
。
い
わ
ば
本
業
を
別
に

持
つ
地
域
の
頼
れ
る
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
す
。
高
松
市

消
防
団
牟
礼
分
団
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

む
れ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
に
昨
年
、
県
外
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
か
ら
視
察
の

依
頼
が
相
次
ぎ
、
正
副
会
長

を
は
じ
め
事
務
局
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

１１

月
１４

日
に
愛
媛
県
新

居
浜
市
高
津
地
区
の
連
合

会
長
を
は
じ
め
協
働
を
推

進
す
る
団
体
の
長
な
ど
○

○
名
が
牟
礼

コ
ミ
セ
ン
に

来
場
し
ま
し
た
。
ま
た
１１

月
２１

日
に
は
兵
庫
県
姫
路

市
の
全
地
区
連
合
会
長
を

は
じ
め
○
○
名
が
視
察
に

訪
れ
ま
し
た
。
ど
の
地
区
も

問
題
や
課
題
は
同

一
で
計

少
に
関
わ
る
少
子
高
齢
化

と
出
産
育
児
対
策
な
ど
住

民
主
体
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
状
況
は
牟

礼
町
に
お
い
て
も
同
じ
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
近
い
将
来
発
生
が

予
測
さ
れ
る
大
震
災
に
は

防
災
訓
練
と
住
宅
や
施
設

の
耐
震
対
策
が
急
が
れ
ま

す
。
今
後
も
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
交
流
の
場

と
し
て
利
用
い
た
だ
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の
御
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

む
れ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
は
設
立
か
ら
九
年
目
を

迎
え
、
両
コ
ミ
セ
ン
の
利
用

も
活
発
に
な

っ
て
お
り
ま

す
。 皆

さ
ま
ご
存
じ
の
と
お

り
今
地
域
社
会
は
人
口
減

会長 

那須 巖 

 

む
れ

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
は
平
成
２７

年
度
ゆ
め

づ
く
り
推
進
事
業
を
活
用

し
て
定
住
人
口
増
加
の
目

的
で
観
光
か
ら
子
育
て
環

境
、
交
通
、
買
い
物
や
居
住

場
所
に
至
る
ま
で

一
冊
の

ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
作
り
ま

し
た
。
Ａ５
版
１８

ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
フ
ル
カ
ラ
ー
の
ガ
イ

ド
で
Ａ３
版
の
地
図
も
添
付

さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
む
れ
再
発
見
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
提
案
理
由 

 

牟
礼
町
の
近
年
は
総

人
口
の
減
少
、
将
来
を
担

う
年
少
人
口
、
経
済
に
結

び

つ
き
が
強
い
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
牟
礼
町
住

民
で
考
え
制
作
し
た
魅

力
満
載
の
マ
ッ
プ
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
で

牟
礼
町
を

「住
み
た
い

町
」
に
し
て
い
き
た
い
。 

 

平
成
２７

年
４
月
に
３０

名
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

が
結
成
さ
れ
合
計
で
８
回

の
会
議
を
開
催
し
情
報
の

内
容
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
色
遣

い
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

多
く
の
町
ガ
イ
ド
は
観
光

や
グ
ル
メ
な
ど
に
特
化
し

て
い
ま
す
が
「む
れ
の
町
ブ

ッ
ク
」
は
住
む
た
め
に
必
要

な
公
共
交
通
の
充
実
や
子

育
て
環
境
な
ど
を
中
心
に

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
別
で
は
牟
礼
地
区
、

大
町
地
区
、
原
地
区
に
分
け

て
掲
載
さ
れ
地
域
の
方
々

も
新
し
い
発
見
が
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。 

２
万
冊
を
印
刷
し
、
牟
礼

地
区
全
戸
に
配
布
す
る
と

と
も
に
高
松
駅
や
サ
ン
ポ

ー
ト
観
光
ビ

ュ
ー
ロ
ー
や

高
松
空
港
で

一
月
か
ら
二

月
に
か
け
て
配
布
の
予
定

を
し
て
い
ま
す
。
五
月
か
ら

の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で

人
の
多
く
集
ま
る
直
島
町

や
岡
山
県
玉
野
市
で
も
配

布

し

一
人
で
も
多

く

の

方
々
に
む
れ
地
区
に
来
て

見
て
住
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

牟
礼
分
団
は
現
在
分
団

長
以
下
９６
名
の
団
員
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
屯

所
が
１
部(

原
地
区)

、
２
部

(

大
町
地
区)

、
３
部(

牟
礼
北

部)

、
４
部(

牟
礼
南
部) 

の

４
カ
所
が
あ
り
ま
す
。
団
員

は
町
内
の
自
治
会
よ
り
入

団
し
て
い
ま
す
。
消
防
車
両

８
台
を
各
所
に
配
備
し
、
そ

の
ほ
か
に
も
ポ
ン
プ
車
１

台
、
可
搬
ポ
ン
プ
を
搭
載
し

た
積
載
車
１
台
を
配
備
し

て
い
ま
す
。 

 

出
動
は
火
災
の
消
火
作

業
、
台
風
や
大
雨
の
自
然
災

害
見
回
り
、
救
出
救
護
、

火
災
予
防
活
動
な
ど
で

す
。 

 

１０

月
２５

日(

日)

に
香

川
県
消
防
学
校
で
高
松
市

消
防
連
合
演
習
が
あ
り
、

第
８
方
面
隊
と
し
て
ポ
ン

プ
車
操
法
を
行

い
ま
し

た
。
１１
月
１
日
に
は
香
川

県
香
東
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

で
Ｍ
７．２

の
直
下
型
地
震

発
生
を
想
定
し
た
中
国

・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
緊
急
消
防

援
助
隊
合
同
訓
練
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
万

一
の
災
害
に
備
え

た
訓
練
に
参
加
し
て
日
夜

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
団

員
の
募
集
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

問い合わせ 

087-845-2111 

高松市牟礼支所 
管理係まで 

 

今
年
も
牟
礼
地
区
成
人

式
が
１
月
３
日
に
牟
礼

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
対

象
者
は
○
○
○
名
で
晴
れ

の
日
を
迎
え
ま
す
。 

 

昨
年
１０

月
に
今
年
二
十

歳
を
迎
え
る
方
々
の
み
で

結
成
さ
れ
た
成
人
式
実
行

委
員
会
は
数
回
の
会
議
に

よ
っ
て
名
簿
か
ら
次
第
、
予

算
ま
で
作
成
し
て
き
ま
し

た
。
県
内
で
も
希
な
成
人
だ

け
で
企
画
運
営
す
る
成
人

式
は
内
外
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。 

行
政
に
頼
ら
ず
、
住
民
自

ら
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
は

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
原

動
力
で
あ
り
む
れ
地
区
の

伝
統
で
す
。
参
加
者
の
中
か

ら
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
が
誕

生
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

実
行
委
員
長
は
牟
礼
町

の
先
輩
た
ち
の
想
い
を

つ

な
ぎ
た
い
気
持
ち
で
仲
間

に
呼
び
か
け
、
今
の
メ
ン
バ

ー
に
声
を
か
け
ま
し
た
。 

実
行
委
員
会
で
は
１
月

３
日
の
成
人
式
に
は
、
皆
が

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
離

実
行
委
員
長 

中
村
真
帆

（牟
礼
北
小
）

 
 

 

委
員 

紙
村
陽
菜

（牟
礼
小
） 

 
 

 

委
員 

坪
井
和
真

（牟
礼
南
小
）

 
 

 

委
員 

平
田 

彩

（牟
礼
小
） 

 
 

 

委
員 

長
尾
優
香

（牟
礼
北
小
）

 
 

 

委
員 

松
澤
昇
輝

（牟
礼
南
小
）

 
 

 

委
員 

矢
野
恭
輔

（牟
礼
小
） 

れ
て
い
た
仲
間
た
ち
と
成

人
式
を
き

っ
か
け
に
連
絡

を
と
り
あ
え
た
ら
い
い
と

今
の
気
持
ち
を
話
し
て
い

ま
す
。 

愛
媛
県
新
居
浜
市

・
兵
庫
県
姫
路
市 

画
を
実
行
す
る
た
め
に
必

要
な
情
報
交
換
が
で
き
ま

し
た
。
両
地
区
と
も
牟
礼
の

取
り
組
み
を
高
く
評
価
し

た
上
、
今
後
の
参
考
に
し
た

い
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

兵庫県姫路市連合自治会のみなさん 

平成２８年度牟礼地区実行委員会のみなさん 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
の
山
地
朝
子
で

す
。
私
は
牟
礼
町
で
生
ま
れ

育
ち
、
国
立
音
楽
大
学
で
研

鑽
を
積
み
、
現
在
は
多
方
面

で
演
奏
活
動
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。 

二
〇

一
四
年
に
は
、
高
松

市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
し

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ

ー
ル
市
に
親
善
研
修
生
と

し
て
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
音

楽
を
通
じ
た
異
文
化
交
流

を
行
う
こ
と
で
あ
り
、
現
地

で
は
日
本
歌
曲
を
披
露
す

る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
「日
本

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
温
か
み

が
あ
り
、
美
し
い
。
」
「奥
が

深
く
、
心
に
響
く
。
」
な
ど

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
国

境
を
越
え
て
人
々
の
心
に

寄
り
添
う
音
楽
の
力
を
、
改

中
高
校
生
が
牟
礼
町
の

地
域
活
動
を
行

っ
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
は
小
学
生
を

対
象
と
し
た
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
や
屋
外
で
の
飯

盒
炊
爨
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。 

て
み
ま
せ
ん
か
？
年
会
費

は
１
，
５
０
０
円
で
す
。
見

学
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
入

会
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
〇

ク
リ
ス
マ
ス
会
（小
学
生
対

象
）
１２
月
２７

日

（日
）
１３

時
か
ら
御
山
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
で
小
学
生
を
対
象
と

し
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
費 

無
料

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
先
０

８
０
―
４
０
３
０
―
４
０

１
４ 

サ
サ
オ
迄 

 

 

八
栗
聖
天
は
商
売
繁
盛
の
神
様
で
好
物
は

「だ
い
こ
ん
」
で

す
。
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

「だ
い
こ
ん
祭
り
」
は
無
病
息
災
、

厄
除
け
病
封
じ
を
願
い
、
白
み
そ
仕
立
て

「大
根
焚
き
」
の
お

接
待
で
八
栗
寺
門
前
町
の
賑
わ
い
を
復
活
さ
せ
ま
す
。
是
非
、

家
族
揃
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。 

夏
に
は
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
、

冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

小
学
生
に
案
内
を
し
て
い

ま
す
。
学
校
で
は
体
験
で
き

な
い
火
を
使
う
事
や
人
前

に
立
ち
、
話
す
事
や
企
画
か

ら
行
事
を
考
え
、
進
め
て
行

く
事
な
ど
人
間
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
月
２
回

程
度
の
活
動
で
部
活
動
を

両
立
し
て
い
る
学
生
も
い

ま
す
。
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
入

っ
て

一
緒
に
活
動
し

牟
礼
町
特
産
の
殻
付
き
牡
蠣
を
食
べ
な
が

ら
飲
み
な
が
ら

「ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

平
成
２８
年
１
月
３０

日

（土
）
１８:

００
～ 

場
所

：
か
き
焼
き

「中
西
」 

参

加

費

：
５
，
０
０
０
円 

募
集
４０
名

（定
員
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
） 

●
問
合
せ
・
申
込
み
先

：
む
れ
百
年
会 

℡

８
４
５
ー
２
８
３
５

（牟
礼
庵
治
商
工
会
内
） 

 

今
年
は
源
平
屋
島
合
戦
か
ら
８
２
９
年
。 

遥
か
昔
、
牟
礼
の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
懐
古
の
ロ
マ

ン
に
浸
り
ま
せ
ん
か
？ 

３
月
１９

日(

土)
 

10

：
00
没
後
８
２
９
年
佐
藤
継
信
墓
前
祭 

（王
墓
継
信
墓
所
） 

10

：
30

四
国
遍
路
の
父 

真
念
法
師
墓
前
祭 

（洲
崎
寺
境
内
） 

11

：
00
落
語
会(

洲
崎
寺)  

 

 

参
加
費

：
無
料
で
す
。 

 

文化財保護協会牟礼分会 

℡８４５ー２６６３(洲崎寺) 

牟
礼

・
庵
治
地
区
住
民
が
美
し
い
景
観
と

歴
史
あ
る
地
域
を
守
る
た
め
に
不
法
投

棄
撲
滅
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

開
催
日 

２
月
１５

日

（日
） 

平成 28 年 1 月 8 日（金）からバスで出発、帰省は 11 日

（月）まで、牟礼の子どもたちが長野県飯綱町（旧牟礼

村）でスキーやイベントで交流します。 

 

め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

こ
の
魅
力
を
今
後
も
お

客
様
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

そ
し
て
牟
礼
町
出
身
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
家
の
皆
様

に
続
け
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
て
参
り
ま
す
。(

山
地
朝

子) 

 

私
た
ち
牟
礼
中
学
校

は
、
生
徒
数
４
０
０
名
の

活
気
あ
ふ
れ
る
学
校
で

す
。
体
育
祭
や
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
の
学
校
行
事

で
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
盛

り
上
が
り
ま
す
。
生
徒
会

活
動
で
は
、
校
区
の
３
小

学
校
と
協
力
し
合

っ
て

「あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行

っ
た
り
、
生
徒
た
ち
が
自

主
的
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り

と
活
動
の
場
を
広
げ

つ
つ

あ
り
ま
す
。
校
内
で
は
、

定
期
的
に
全
校
生
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回

収
の
協
力
を
行
い
、
年
度

末
に
ワ
ク
チ
ン
に
交
換
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
慈
善

団
体

へ
送
る
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書

室
で
は
、
蔵
書
数
１
万
冊

を
超
え
る
本
が
閲
覧
で

き
、
読
書
活
動
も
盛
ん
で

す
。
牟
礼
町
が
大
好
き

・

牟
礼
中
学
校
が
大
好
き
な

私
た
ち
を
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。(

高
松
市
立
牟
礼
中

学
校
生
徒
会) 

 

昭
和
５
１
年
開
校
の
牟

礼
北
小
学
校
で
は
、
１１
月

２７

日

（金
）
夜
に
創
立
４０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

「や

っ
く
り
マ
ン
キ
ャ
ン

ド
ル
ア
ー
ト
」
点
灯
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
キ

ャ
ン
ド
ル
は
、
こ
れ
ま
で

の
卒
業
生
３
９
０
７
人
と

在
校
生
４
４
５
人
を
足
し

た
４
３
５
２
個
を
す
べ
て

手
作
り
し
、
同
校
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー

「や

っ
く
り
マ

ン
」
（横
２８

ｍ
・
縦
３５

ｍ
）

の
顔
を
運
動
場
に
幻
想
的

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し

た
。
当
日
は
Ｏ
Ｂ
会
に
よ

る
バ
ザ
ー
や
再
開
の
森
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、
多
く
の

方
々
の
来
場
も
あ
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

(

牟
礼
北
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長 

中
村
卓
史) 

 


